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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月13日(2015.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被熱交換部品（５）と当接する冷却面（２０１）を有すると共に、冷媒を流通させる冷
媒流路（２４）を設けてなる冷却管（２０）を備えた冷却器（１）であって、
　上記冷却管（２０）は、該冷媒流路（２４）に冷媒を流入させる流入孔（２７１）と、
上記冷媒流路（２４）から冷媒を排出する排出孔（２７２）と、上記冷媒流路（２４）内
における上記流入孔（２７１）と上記排出孔（２７２）との間に配された内部フィン（２
９）とを有し、
　上記内部フィン（２９）は、上記冷媒流路（２４）を、上記流入孔（２７１）と上記排
出孔（２７２）との並び方向及び上記冷却面（２０１）の法線方向の両方と直交した直交
方向に、複数の細流路（２６）に分割する複数の隔壁（２９１）を有しており、
　上記直交方向において、上記冷媒流路（２４）を形成する上記冷却管（２０）の内壁面
（２４１）における両端に配された上記冷媒流路（２４）を構成する一対の対向内壁面（
２４２）と、上記内部フィン（２９）における両端に配された一対の上記隔壁（２９１）
との間には、一対の外側流路（２８）が形成されており、
　上記冷媒流路（２４）において、上記直交方向における上記一対の外側流路（２８）よ
りも内側の位置でかつ上記流入孔（２７１）及び上記排出孔（２７２）よりも外側の位置
であると共に、並び方向における上記内部フィン（２９）より外側の位置でかつ上記流入
孔（２７１）及び上記排出孔（２７２）よりも内側の位置には、上記冷媒流路（２４）の
内側に向かって突出した整流リブ（３）が少なくとも１つ形成されており、
　該整流リブ（３）によって、上記一対の外側流路（２８）における冷媒の流量を抑制す
るよう構成してあり、
　上記整流リブ（３）は、一端が上記細流路（２６）の内側に配されていることを特徴と
する冷却器（１）。
【請求項２】
　上記冷却面（２０１）の法線方向において、上記冷媒流路（２４）を分割する中間プレ
ート（２３）を有しており、該中間プレート（２３）によって分割された分割流路（２５
１、２５２）のそれぞれに上記内部フィン（２９）が配されており、上記中間プレート（
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２３）に上記整流リブ（３）が形成されていることを特徴とする請求項１に記載の冷却器
（１）。
【請求項３】
　被熱交換部品（５）と当接する冷却面（２０１）を有すると共に、冷媒を流通させる冷
媒流路（２４）を設けてなる冷却管（２０）を備えた冷却器（１）であって、
　上記冷却管（２０）は、該冷媒流路（２４）に冷媒を流入させる流入孔（２７１）と、
上記冷媒流路（２４）から冷媒を排出する排出孔（２７２）と、上記冷媒流路（２４）内
における上記流入孔（２７１）と上記排出孔（２７２）との間に配された内部フィン（２
９）とを有し、
　上記内部フィン（２９）は、上記冷媒流路（２４）を、上記流入孔（２７１）と上記排
出孔（２７２）との並び方向及び上記冷却面（２０１）の法線方向の両方と直交した直交
方向に、複数の細流路（２６）に分割する複数の隔壁（２９１）を有しており、
　上記直交方向において、上記冷媒流路（２４）を形成する上記冷却管（２０）の内壁面
（２４１）における両端に配された上記冷媒流路（２４）を構成する一対の対向内壁面（
２４２）と、上記内部フィン（２９）における両端に配された一対の上記隔壁（２９１）
との間には、一対の外側流路（２８）が形成されており、
　上記冷媒流路（２４）において、上記直交方向における上記一対の外側流路（２８）よ
りも内側の位置でかつ上記流入孔（２７１）及び上記排出孔（２７２）よりも外側の位置
であると共に、並び方向における上記内部フィン（２９）より外側の位置でかつ上記流入
孔（２７１）及び上記排出孔（２７２）よりも内側の位置には、上記冷媒流路（２４）の
内側に向かって突出した整流リブ（３）が少なくとも１つ形成されており、
　該整流リブ（３）によって、上記一対の外側流路（２８）における冷媒の流量を抑制す
るよう構成してあり、
　上記冷却面（２０１）の法線方向において、上記冷媒流路（２４）を分割する中間プレ
ート（２３）を有しており、該中間プレート（２３）によって分割された分割流路（２５
１、２５２）のそれぞれに上記内部フィン（２９）が配されており、上記中間プレート（
２３）に上記整流リブ（３）が形成されていることを特徴とする冷却器（１）。
【請求項４】
　上記整流リブ（３）は、各上記外側流路（２８）における上記流入孔（２７１）側と上
記排出孔（２７２）側との少なくとも一方に形成されていることを特徴とする請求項１～
３のいずれか一項に記載の冷却器（１）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様は、被熱交換部品と当接する冷却面を有すると共に、冷媒を流通させる
冷媒流路を設けてなる冷却管を備えた冷却器であって、
　上記冷却管は、該冷媒流路に冷媒を流入させる流入孔と、上記冷媒流路から冷媒を排出
する排出孔と、上記冷媒流路内における上記流入孔と上記排出孔との間に配された内部フ
ィンとを有し、
　上記内部フィンは、上記冷媒流路を、上記流入孔と上記排出孔との並び方向及び上記冷
却面の法線方向の両方と直交した直交方向に、複数の細流路に分割する複数の隔壁を有し
ており、
　上記直交方向において、上記冷媒流路を形成する上記冷却管の内壁面における両端に配
された上記冷媒流路を構成する一対の対向内壁面と、上記内部フィンにおける両端に配さ
れた一対の上記隔壁との間には、一対の外側流路が形成されており、
　上記冷媒流路において、上記直交方向における上記一対の外側流路よりも内側の位置で
かつ上記流入孔及び上記排出孔よりも外側の位置であると共に、並び方向における上記内
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部フィンより外側の位置でかつ上記流入孔及び上記排出孔よりも内側の位置には、上記冷
媒流路の内側に向かって突出した整流リブが少なくとも１つ形成されており、
　該整流リブによって、上記一対の外側流路における冷媒の流量を抑制するよう構成して
あり、
　上記整流リブは、一端が上記細流路の内側に配されていることを特徴とする冷却器にあ
る。
　また、本発明の他の態様は、被熱交換部品と当接する冷却面を有すると共に、冷媒を流
通させる冷媒流路を設けてなる冷却管を備えた冷却器であって、
　上記冷却管は、該冷媒流路に冷媒を流入させる流入孔と、上記冷媒流路から冷媒を排出
する排出孔と、上記冷媒流路内における上記流入孔と上記排出孔との間に配された内部フ
ィンとを有し、
　上記内部フィンは、上記冷媒流路を、上記流入孔と上記排出孔との並び方向及び上記冷
却面の法線方向の両方と直交した直交方向に、複数の細流路に分割する複数の隔壁を有し
ており、
　上記直交方向において、上記冷媒流路を形成する上記冷却管の内壁面における両端に配
された上記冷媒流路を構成する一対の対向内壁面と、上記内部フィンにおける両端に配さ
れた一対の上記隔壁との間には、一対の外側流路が形成されており、
　上記冷媒流路において、上記直交方向における上記一対の外側流路よりも内側の位置で
かつ上記流入孔及び上記排出孔よりも外側の位置であると共に、並び方向における上記内
部フィンより外側の位置でかつ上記流入孔及び上記排出孔よりも内側の位置には、上記冷
媒流路の内側に向かって突出した整流リブが少なくとも１つ形成されており、
　該整流リブによって、上記一対の外側流路における冷媒の流量を抑制するよう構成して
あり、
　上記冷却面の法線方向において、上記冷媒流路を分割する中間プレートを有しており、
該中間プレートによって分割された分割流路のそれぞれに上記内部フィンが配されており
、上記中間プレートに上記整流リブが形成されていることを特徴とする冷却器にある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　冷媒流路２４には、冷媒流路２４の内側に向かって突出した整流リブ３が形成されてい
る。整流リブ３は、直交方向Ｚにおける一対の外側流路２８よりも内側の位置でかつ流入
孔２７１及び排出孔２７２よりも外側の位置であると共に、並び方向における内部フィン
２９より外側の位置でかつ流入孔２７１及び排出孔２７２よりも内側の位置に形成されて
いる。冷却器１は、整流リブ３によって、一対の外側流路２８における冷媒の流量を抑制
するよう構成してある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　前方外殻プレート２１と後方外殻プレート２２とは、両者を接合することで、前方外殻
プレート２１及び後方外殻プレート２２の内壁面２４１が、冷媒流路２４をなす空隙を形
成するよう構成されている。また、冷媒流路２４は、中間プレート２３によって法線方向
Ｘにおいて２分割されており、分割流路としての第１分割流路２５１及び第２分割流路２
５２が形成されている。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　図２に示すごとく、内部フィン２９は、第１分割流路２５１及び第２分割流路２５２に
それぞれ１つずつ配されており、並び方向Ｙと直交する断面の形状が連続した凹凸形状を
なしている。
　積層方向に互いに隣接する内部フィン２９は、互いの山部と谷部とが、並び方向Ｙの同
じ位置に配置されている。すなわち、互いに逆位相となるような形状となっている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　図１及び図２に示すごとく、整流リブ３は、直交方向Ｚにおける一対の外側流路２８よ
りも内側の位置でかつ流入孔２７１及び排出孔２７２よりも外側の位置であると共に、並
び方向Ｙにおける内部フィン２９より外側の位置でかつ流入孔２７１及び排出孔２７２よ
りも内側の位置に形成されている。図４及び図５に示すごとく、本例において、整流リブ
３は、中間プレート２３を切り起こし加工することによって形成されている。整流リブ３
は、第１分割流路２５１における一対の外側流路２８のうち、直交方向Ｚにおいて、一方
側に配された外側流路２８の流入孔２７１側、及び他方側に配された外側流路２８の排出
孔２７２側に配されている。また、整流リブ３は、第２分割流路２５２における一対の外
側流路２８のうち、直交方向Ｚにおいて、一方側に配された外側流路２８の排出孔２７２
側、及び他方側に配された外側流路２８の流入孔２７１側に配されている。
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